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取材案内 

世界の自然資源管理を担う行政官が富山県へ！ 

-自然資源を活かした持続可能な地域づくりを学ぶ- 
 

国際協力機構北陸センター（JICA 北陸）では、「持続可能な自然資源管理を通じた自然共生社会の構

築」研修を、2026年 8月 21日（金）から 9月 7日（月）の日程で実施します。本研修には、カメルー

ン、モーリシャス、モンテネグロから行政関係者 4名が参加し、日本の自然資源管理や生物多様性保全

に関する政策・制度、地域住民主体の取組について学びます。 

現在、自然資源の過度な利用や環境劣化により、生態系サービスの低下や地域社会の持続可能性への

影響が世界各地で課題となっています。本研修では、日本で培われてきた「自然と人の暮らしの調和」

に関する知見や、環境保全と地域振興を両立させる実践事例を学び、参加者が自国の政策や事業に活か

すための行動計画を策定します。 

富山県では、高校生の藻場保全活動や地域での自然資源管理、世界遺産五箇山における茅場の維持管

理などを視察し、自然資本を活かした持続可能な地域づくりについて理解を深めます。ぜひ取材いただ

けますと幸いです。なお、当日は逐次通訳（英語⇔日本語）が入ります。 

 

【取材可能日】  

日付 時間 研修場所 内容 

8/27 16:30 – 18:00 富山シティエフエム 

ラジオ出演：研修員が来日目的や自国の自然資源管理

課題、日本での学び等について語るほか、母国で親し

まれている音楽を紹介。 

8/28 10:30 – 12:30 
女良漁港／富山県栽

培漁業センター 

視察・対話：氷見高校生による藻場保全活動を視察後

高校生との意見交換を通じて海洋環境保全を学ぶ。 

9/1 10:00 – 16:00 
五箇山相倉集落／ 

菅沼集落「宝引荘」 

視察・対話：茅場の維持管理や地域住民の取組を視察

し、自然と共生する地域づくりを学ぶ。 

本研修は一般社団法人環境市民プラットフォームとやま（PECとやま）及び株式会社たがやすに委託し

ています。研修内容の詳細、当日の取材については下記までご連絡ください。  

【本件に関する問い合わせ先】 

◆JICA 研修員受入事業について 

JICA北陸 古谷 理彩  

TEL：076-233-5931 

e-mail：Furuya.Risa@jica.go.jp 

◆当日の取材について 

PEC とやま 堺 勇人 

TEL: 090-2745-2068 

e-mail：sakai@pectoyama.org 
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